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新モジュール：Reality-Checkを活用し 

衝突回避が可能になります 

 
 
プログラムで使用した工具寸法と実際に使用した工具寸法が違うので、

加工中に衝突を起こし、巨額の費用が発生したような経験はございませ

ん か ？ こ の よ う な 状 況 を 防 止 す る た め に 、 ZOLLER は »tool 
realityCheck«を提供致します。 
 

加工中の衝突を避けるために、オペレーターはシングルモードで確認操

作を行っています。 
 
近年では、このような状況を避けるために、シミュレーションシステム

が活用されています。しかし、シミュレーションの工具基本情報は実際

の 工 具 と 合 わ な い こ と が よ く あ り ま す が 、 こ の 問 題 を »tool 
realityCheck«で解決することか可能です。 
 
特に工具や金型の製造業界では、NC プログラムの作成からマシニング

センターにおける工具設定まで多くの時間がかかります。従って、工具

を「実際に」使用する前に、実際の工具データによるシミュレーション

を行う必要があります。 
 

衝突を回避します 

 

ZOLLER は»tool realityCheck«ソフトウェアモジュールをリリース致し

ました。素早い衝突検査を可能とし、実際の工具がシミュレーション工

具と一致するか判断します。実際の加工プロセスをシミュレートするた

めに、回転中の工具の実際輪郭を測定します。 
 
検査により、衝突回避が可能になります。 
 

瞬時に分析、効果が一目瞭然 

 

オペレーターは工具輪郭の起点と終点のみを入力します。測定プログラ

ムは起点から終点まで自動で移動して、工具回転中に工具の輪郭を記録

します。その後、実際データ/公称データの対比結果や衝突検査結果がス

クリーンに表示されます。「緑色」は「スタート」を意味し、加工作業

を行え、「赤色」は「衝突が発生、注意してください」を意味します。

結果が明らかに表示され、俊敏な操作を実現し、効果が一目瞭然です。 
 

»tool realityCheck«は、ZOLLERのCNC制御型ツールプリセッターと測定

設備に適用します。 
 

 

 »tool realityCheck« 
衝突回避が可能になります 
 
  

 
 
緑色は「スタート」：加工開始で

きます 
 
 

 
 
赤色は「ストップ」：衝突が発生

します、注意してください。 
 
 
 

 
 
»venturion 450«：tool realityCheck«
ソフトウェアモジュールは、

ZOLLERのCNC制御型ツールプリセ

ッターと測定設備に適用します 
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